
ワ
ン
ト
ラ
イ
で
ど
こ
ま
で
登
れ
る
か

際
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟

が
認
定
す
る
公
式
の
競
技
会
で
は

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
、「
リ
ー
ド
」、

「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
」、「
ス
ピ
ー
ド
」
の
３

種
目
で
競
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
体
で
は
そ

国

知
力
も
試
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

ー
ド
と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
ど
ち
ら

も
他
の
選
手
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を

見
る
こ
と
は
見
た
選
手
に
と
っ
て
大
き
な

プ
ラ
ス
に
な
る
た
め
、
自
分
が
登
る
前
に

他
の
選
手
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
「
オ
ン
サ
イ
ト
方
式
」
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
競
技
前

の
選
手
は
隔
離
さ
れ
、
競
技
直

前
に
数
分
だ
け
ル
ー
ト
を
見
る

時
間
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

時
間
を「
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

と
言
い
、
勝
負
を
決
す
る
重
要

な
時
間
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
オ
ブ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

時
間
で
選
手
ら
は
初
め
て
見
る

課
題
に
対
し
て
、
体
の
動
き
や

手
足
を
置
く
位
置
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
完
登
ま
で
の
ル
ー
ト
を
想

像
し
ま
す
。
課
題
に
よ
っ
て

は
、
手
や
足
を
置
く
位
置
が
ほ

ん
の
数
㌢
違
う
だ
け
で
登
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
登
る
技

術
が
一
流
で
あ
っ
て
も
ル
ー
ト

の
選
択
や
手
足
の
配
置
を
誤
れ

ば
完
登
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
は
、
頭
も
使
っ
て
全
身
で

挑
む
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

リ

制
限
時
間
内
は
何
度
で
も
挑
戦

ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
は
リ
ー
ド
競
技

と
違
い
、
ロ
ー
プ
な
し
で
臨
み
、

制
限
時
間
内
な
ら
ば
何
度
で
も
挑
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
高
さ
５
㍍
、
幅
６
㍍
の
人

工
壁
２
基
に
極
限
ま
で
難
し
く
設
定
さ
れ

た
合
計
４
つ
の
課
題
と
な
る
コ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
制
限
時
間
内
に
い
か
に

多
く
の
課
題
で
ゴ
ー
ル
や
途
中
に
設
定
し

て
あ
る
「
ゾ
ー
ン
」
ま
で
到
達
で
き
る
か

を
競
い
ま
す
。
選
手
は
ル
ー
ト
を
考
え
な

が
ら
登
り
、
ト
ッ
プ
（
最
上
部
）
の
ホ
ー

ル
ド
を
両
手
で
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
そ
の
課
題
は
完
登
と
な
り
ま
す
。
チ
ー

ム
２
人
が
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
壁
を
攻
略
し

て
い
き
、
競
技
内
で
は
チ
ー
ム
内
で
攻
略

方
法
な
ど
を
相
談
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
壁
に
は
、
指
先
し
か

か
か
ら
な
い
小
さ
な
も
の
か
ら
、
両
手
で

も
抱
え
き
れ
な
い
ホ
ー
ル
ド
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
次
の
ホ
ー
ル
ド
に
は
左
右

ボ

オリンピックは３種目で競技

国体の競技種目ではありません
が、世界共通のルートで設定さ
れた高さ 15㍍の壁を登るタイ
ムを競う「スピード」という競
技があります。東京 2020 オ
リンピックでは「スピード」「ボ
ルダリング」「リード」の総合
ポイントで競われました。

ス
ピ
ー
ド
競
技

POINT
03

BOULDERING LEAD

表面が月のクレーターのよ
うにボコボコしています。
つかみ方に決まりはなく、
いろいろな方向からつかむ
ことができます。

クレーター
初心者向けのつかみやすい
ホールドです。「ガバッ」
と持つことができるので
「ガバ」と呼ばれることも
あります。

ジャグつかみやすく安定感はあり
ます。斜度の厳しい上級者
ルートの休憩地点として取
り付けられていることが多
いです。

アーチ

比較的、小さなホールドで
親指と４本の指ではさむよ
うに持ちます。指の力は使
いますが、安定感はありま
す。

ピンチ
指が数本入る小さな穴があ
いており、その穴に指を
引っ掛けて体を保持しま
す。指の力が試されるホー
ルドです。

ポケット

Jug
Arch

Pinche

Pocket

Crater

ホールドの種類 Hold variations
無数にあるホールドのかたち。その中でもよく使われ
る主要なホールドをご紹介します。

の
中
で
も
「
リ
ー
ド
」
と
「
ボ
ル
ダ
リ
ン

グ
」
の
２
種
目
を
行
い
ま
す
。

　「
リ
ー
ド
」
は
、
制
限
時
間
内
に
高
さ

12
㍍
以
上
の
人
工
壁
の
ど
の
地
点
ま
で
登

れ
る
か
を
競
い
ま
す
。
選
手
は
安
全
確
保

の
た
め
、
支
点
に
ロ
ー
プ
を
か
け
な
が
ら

登
っ
て
い
き
、
最
高
点
の
支
点
に
ロ
ー
プ

の
ど
ち
ら
の
足
を
か
け
る
か
、
そ
の
と
き

手
は
ど
こ
を
つ
か
む
か
、
制
限
時
間
内
に

考
え
な
が
ら
登
ら
な
け
れ
ば
攻
略
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
る
壁
は
途

中
か
ら
手
前
に
倒
れ
こ
む
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

グ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
頭
脳
と

手
足
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
驚
く
よ
う
な

姿
勢
で
、
一
つ
一
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
て

い
く
選
手
を
思
わ
ず
応
援
し
た
く
な
る
競

技
で
す
。

他にも動物やアルファベッ
トなど思わずつかんでみた
くなるようなホールドもあ
ります。

指を曲げてつかめないほど
大型で丸い形状のホール
ド。手のひらの摩擦を利用
して登ることがポイントに
なります。

スローパー

Sloper
広報こもの
№ 733
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Rule リード
高さ 12㍍以上の壁に作られたコー
スを登り、到達高度を競う

選手は支点にロープをかけながら
登っていき、一度落下すると、そこ
で競技終了

同チームの2人が別々のルートを登
り、２人の順位の相乗平均で上位を
決める

約
12
㍍

5min ６min制限時間 制限時間

高さ５㍍程度の壁に設
けられた課題を制限時
間内にいくつクリアで
きるかを競う

制限時間内は何度でも
やり直しでき、同成績
の場合、少ない回数で
登った方が上位となる

同チームの 2人が左
右それぞれの壁の課
題に取り組む を

掛
け
れ
ば
「
完
登
」
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
度
落
下
す
る
と
そ
こ
で
競
技
は

終
了
と
な
り
、
再
度
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
同
チ
ー
ム
の
２
人
が
別
々

の
ル
ー
ト
を
登
り
、
２
人
の
到
達
地
点
の

高
さ
で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。

　
一
度
き
り
の
ト
ラ
イ
と
な
る
た
め
、
多

く
の
選
手
は
一
手
で
も
高
い
地
点
に
到
達

す
る
よ
う
渾
身
の
力
を
込
め
て
壁
を
登
り

ま
す
。
高
さ
12
㍍
以
上
の
反
り
立
つ
壁
に

挑
む
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が

見
ど
こ
ろ
と
な
る
競
技
で
す
。

頼
れ
る
も
の
は
安
全
確
保
の
た
め
の
ロ
ー
プ
の
み

自
ら
の
体
ひ
と
つ
で
高
み
を
目
指
す

▲国体では同チームの２
人が同時に競技を行い
ます。

▲写真のような厳しい傾斜や
コースも全身を使って登っ
ていきます。

CHECK

▲壁面を横から見ると選手に
対して壁が傾斜しているこ
とがよくわかります。

菰野の地で頂へ特集

Rule ボルダリング

約
５
㍍

5min ６min制限時間 制限時間

GOAL

GOAL GOAL

広報こもの
№ 733
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